
令和 8年度　入学試験（ 2月 2日実施）

算　数
［50分］

［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
2．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
3．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
4．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
5．‌�問題は1〜6まであります。ページが抜

ぬ

けていたら、すみやかに手
を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部

第 3 回
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1 	 次の各問いに答えなさい。

（ 1）　 1× 19 ＋ 2× 18 ＋ 3× 17 ＋ 4× 16 ＋ 5× 15 ＋ 6× 14 ＋ 7× 13 ＋ 8× 12 ＋ 9× 11
　　を計算しなさい。

（ ２）　 3でわると 1あまり、4でわると １あまり、5でわると 1あまる整数のうち、2026 に
最も近い整数を求めなさい。

（ 3）　 1，
7
8
，
9
8
，
19
16
，1

7
24
 の 5 つの数から 2つを選んで、下の式の  ア   ， イ  に 

 
入れます。 ウ  の数が最小となるとき、 ウ  の数を答えなさい。

　　　 ア 　÷　 イ 　＝　 ウ

（ 4）�　 2月のある晴れた日、日照時間と夜間の時間を計ったところ、日照時間と夜間の時間
の比は 9：11 となりました。また、その日の日の出の時刻は午前 6時 41 分でした。その
日の日の入りの時刻が午後何時何分であるか求めなさい。ただし、日の出までと日の入り
後の太陽が出ていない時間を夜間の時間とします。
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2　�　次の各問いに答えなさい。

（ 1）　ある動物園では、開園前から行列ができており、 1分につき一定の割合で行列に人が
加わります。入口を 1つにすると開園してから 20 分で行列がなくなります。入口を 2つ
にすると開園してから 8分で行列がなくなります。入口を 3つにすると、何分で行列が
なくなりますか。ただし、どの入口も 1分間に入場できる人数は等しいとします。

（ 2）　ある高さから静かに手を放し、落下させると落とした高さの 
3
5
 倍跳

は

ね上がるボールが

　　あります。このボールをある高さから静かに手を放し落下させたとき、落とした高さと
2回目に跳ね上がった高さの差が 115.2 cm でした。最初にボールを落とした高さは
何 cm か求めなさい。

（ 3）　長さ 4.8 m の木材を 60 cm ずつに端
はし

から切っていきます。 1回切るのに 2分かかり、 
1 回切り終わるごとに 30 秒休むと、すべて切り終わるまでに何分かかりますか。

（ 4）　あるクラスの先生が大阪万博に行き、クラスの生徒 30 名分のお土産として 1個 
300 円、600 円、900 円の 3種類のキーホルダーを以下の条件で買いました。

　　　＜条件＞
　　　　①　どのキーホルダーも少なくとも 4個は買う。
　　　　②　�300 円のキーホルダーを買う個数は、600 円のキーホルダーを買う個数の 5倍

以上、900 円のキーホルダーを買う個数の 2倍以上。
　　　　③　900 円のキーホルダーをできるだけ多く買う。
　　　　④　購

こう

入
にゅう

金額は、総額 14,000 円までとする。
　　　　⑤　生徒には 3種類のキーホルダーのうち、いずれか 1個をあげるものとする。

　　　このとき、それぞれのキーホルダーを何個ずつ買ったか求めなさい。
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3　�　次の各問いに答えなさい。

（ 1）　下の図のように、1個の面積が 60 cm2 である正六角形が 6個、すきまなくつながって
います。斜

しゃせん

線部分の面積を求めなさい。

（ 2）　下の図のように、円
えんすい

錐の底面の円周上の 1点 A から、側面に沿ってひもをゆるまない
ように 1周させます。ひものちょうど真ん中の点を B、直線 OB と底面の円が交わる点
を C とします。OB ＝ BC となるとき、円錐の側面積を X 、底面積を Y として、X：Y を
最も簡単な整数の比で答えなさい。

A

B

C

O
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4　�　天井からおもりがつるしてあります。このおもりをゆうたさんは図の高さまで引っ張り
上げ、その後、手を放しました。このおもりを反対側にいるそうたさんが、ゆうたさんが
手を放した高さでつかみました。このとき、時間とおもりの速さの関係を表したグラフと
して、最も適するものを下の（ア）～（カ）の中から １つ選び、記号で答えなさい。

ゆうたさん そうたさん

おもり

（ア）

速さ

0 時間

（エ）

速さ

0 時間

（イ）

速さ

0 時間

（オ）

速さ

0 時間

（ウ）

速さ

0 時間

（カ）

速さ

0 時間
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5　�　ある地区では、中学校卓球大会シングルスをトーナメント方式で行います。なお、トー
ナメント表は、下のルールにしたがって作成するものとします。このとき、以下の各問い
に答えなさい。

　　　＜ルール＞
　　　�　参加者は必ず 1回戦または 2回戦から出場し、 3回戦以上から出場することはありま

せん。また、勝者は必ず次の回戦に出場します。例えば例 １、例 ２のようには作成でき
ますが、例 ３は A が ３ 回戦から出場するので、作成できません。

（例１）

2回戦

1回戦 1回戦

A B C D
1回戦

2回戦

3回戦

2回戦

A B C D E

（例２）

3回戦

2回戦

1回戦

A B C D

（例３）

（ 1）　参加者が 20 人の場合、優勝が決まるまでの試合の総数を求めなさい。

（ 2）　優勝者が 8回戦目に勝って優勝するようなトーナメント表を作成するとき、参加できる
人数は最大で何人か求めなさい。

（ 3）　参加者が 10 人の場合、トーナメント表は何通り作成できますか。ただし、例 ４と例 ５
は別のトーナメント表とします。

1回戦

2回戦

3回戦

2回戦

（例４）

1回戦

2回戦

3回戦

2回戦

（例５）
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6　�　次のはじめさんとみどりさんの会話を読み、空
くうらん

欄の  ア  〜  ス  にあてはまる数字、
記号、言葉のいずれかを解

かいとうらん

答欄に記入しなさい。

　　みどり　「中学受験の算数で食塩水の問題がよく取り上げられるよね。」
　　はじめ　「�そうだね。120 g の水に 30 g の食塩を加えてよくかき混ぜたとき、食塩水の濃

のう

度
ど

を求めなさい、というような問題だね。」
　　みどり　「そうね。この場合の食塩水の濃度は何％になるかな。」
　　はじめ　「  ア  ％だね。」
　　みどり　「�ふつう、食塩を加えたらよくかき混ぜるけれど、ちょっとだけしかかき混ぜな

かったら、そのときには容器の底と水面のあたりでは濃度に差がでるよね。こ
のことを利用すると、次のような問題ができるね。」

　　　　　　問題　�円柱の形をした、高さ 10 cm，容積 1 L の容器がある。いま、食塩が入っ
た状態の容器に水を注ぎ、 1 L の食塩水を作った。水を入れて軽くかき混
ぜただけなので、容器の水面に近い方は濃度が低く、底面に近い方は濃度
が高い食塩水ができた。このときの水面から底面にかけての、水面からの
深さと濃度の関係は次のようであるとする。

0 cm 以上  1 cm 未満 1 %
1 cm 以上  2 cm 未満 2 %
2 cm 以上  3 cm 未満 3 %
3 cm 以上  4 cm 未満 4 %
4 cm 以上  5 cm 未満 5 %
5 cm 以上  6 cm 未満 6 %
6 cm 以上  7 cm 未満 7 %
7 cm 以上  8 cm 未満 8 %
8 cm 以上  9 cm 未満 9 %
  9 cm 以上 10 cm 未満  10 %

　　　　　　　　　�何％の食塩水であっても 1 dL の重さは 100 g であると考えてよいとする
と、食塩水をよくかき混ぜたとき、何％の食塩水ができるか。

　　はじめ　「�容器は円柱形だから、例えば 2 cm 以上 3 cm 未満のところには  イ  dL の食
塩水があって、それは  ウ  g と考えてよいから、 2 cm 以上 3 cm 未満のとこ
ろに含まれる食塩の量は  エ  g ということになるね。ほかのところも同じよ
うに考えると、容器内の食塩水の中に含まれる食塩の量は  オ  gとなるから、
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求める濃度は  カ  ％となるね。」
　　みどり　「�その通り。容器の上の方ほど濃度が低くなるなんて、現実にありそうじゃな

い？」
　　はじめ　「�う～ん、ぼくは食塩水を身近に感じないからなあ。上にいくほど薄

うす

くなるんだっ
たら、ぼくは空気を思い浮かべるなあ。」

　　みどり　「�地上より、富士山の頂上の方が空気が薄く感じるということ？」
　　はじめ　「�そうそう。何か面白そうなことが計算できないかな。」
　　みどり　「�じゃあ、地上にいる自分の上に乗っている空気の重さの計算なんてどうかな。」
　　はじめ　「�空気の重さは 1 m3 で約 1.2 kg って聞いたことがあるよ。」
　　みどり　「�20 ℃、 1気圧、湿

しつ

度
ど

 40 ％ だと 1 m3 あたりの空気の重さが 1.2 kg のようね。」
　　はじめ　「�1 気圧は 1013.25 ヘクトパスカルなんだね。気圧が変化すると、 1 m3 あたりの

空気の重さも変わるのかな？」
　　みどり　「�気圧が半分になると、 1 m3 あたりの空気の重さも半分になるようだよ。」
　　はじめ　「�じゃあ、標高が高くなるにつれて気圧がどのように変化するかを調べてみるね。

えーと、地表付近では、標高が 10 m 高くなるごとに 1ヘクトパスカルだけ気圧が
下がるらしいよ。仮に、この考え方が標高がずっと高くても使えるとしてみよう。」

　　みどり　�「�計算を簡単にするために、標高 0 m で 1010 ヘクトパスカルとしよう。3776 mの
富士山の頂上では、気圧が  キ  ヘクトパスカルになるね。」

　　はじめ　「�そうだね。さらに、気圧が半分になる標高は  ク  m、気圧が 0になる標高
は  ケ  m だね。」

　　みどり　「�実際には、地表からはなれると気圧の変化がゆるやかになるから、地表からはな
れた場所ではこの考え方は使えなくて、気圧は ０にはならないみたいだけどね。
そうしたら、標高と気圧の関係を、おおまかに次の表のようになると考えてみよ
うか。ここでは、1010 ヘクトパスカルを １気圧とするよ。

9090 m 以上 10100 m 未満  101 ヘクトパスカル（0.1 気圧）
8080 m 以上  9090 m 未満  202 ヘクトパスカル（0.2 気圧）
7070 m 以上  8080 m 未満  303 ヘクトパスカル（0.3 気圧）
6060 m 以上  7070 m 未満  404 ヘクトパスカル（0.4気圧）
5050 m 以上  6060 m 未満  505 ヘクトパスカル（0.5 気圧）
4040 m 以上  5050 m 未満  606 ヘクトパスカル（0.6 気圧）
3030 m 以上  4040 m 未満  707 ヘクトパスカル（0.7 気圧）
2020 m 以上  3030 m 未満  808 ヘクトパスカル（0.8 気圧）
1010 m 以上  2020 m 未満  909 ヘクトパスカル（0.9 気圧）
   0 m 以上  1010 m 未満 1010 ヘクトパスカル（  1  気圧）
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　　　　　　 さらに、気圧と 1  m3 あたりの空気の重さは比例すると考えることにしよう。」
　　はじめ　「�標高が高くなると気温が下がるし湿度も地上とは変わるから、1  m3 あたりの空

気の重さにも影
えい

響
きょう

を与えるはずだけれど、おおまかに答えを求めるために、気
温や湿度の影響は考えないことにするというわけだね。」

　　みどり　「�そういうこと。では食塩水のときのように、例えば 7070 m 以上 8080 m 未満の
ところを考えてみようか。」

　　はじめ　「�気圧と 1 m3 の空気の重さは比例することと、7070 m 以上 8080 m 未満で
は 0.3 気圧だから、この区間にある 1 m3 あたりの空気の重さは 1.2 ×  コ  kg
だね。1 m3 の立方体が 7070 m から8080 m までの間に 8080 − 7070 ＝ 1010 個積
み上がって、底面積 1 m2、高さが1010 m の空気の柱ができていると考えると空
気の柱の重さはその 1010 倍となるね。」

　　みどり　「�ほかの区間での 1 m3 あたりの空気の重さも同じように 1010 m ごとに違うと考
えると、標高 0 m の地上に底面がある、底面積 1 m2、高さが 10100 m の空気の
柱の重さはどうなるかな。」

　　はじめ　「1010 × 1.2 ×  サ  kg だから、計算すると  シ  kg となるね。」
　　みどり　「�人の頭の面積を 20 cm × 20 cm ＝ 400 cm2 と考えると、頭の上には  ス  kgの

空気が乗っていることになるんだね。」



東京農業大学第一高等学校中等部

令和 8年度　第 3回 入学試験（ 2月 2日実施）算数　解答用紙

受験番号 氏　　　名

↓ここにシールを貼
は

ってください↓

2602PM11

テスト 【2602PM】2026年　中学第3回入試PM
教科 【11】中学算数

1 （1） （2） （3）

（4）

午後　　　　　　　　時　　　　　　　　分

5 （1） （2） （3）

試合 人 通り

2 （1） （2） （3）

分 cm 分
（4）

300円 600円 900円

個 個 個

4

（1） （2）

cm2
：

3

6 ア イ ウ エ オ

カ キ ク ケ コ

サ シ ス



［注意事項］

１ ．試験開始の合図があるまで、この問題用紙は開かないでください。
２．試験開始後、解答用紙にシールを貼

は

ってください。
３．解答は、すべて解答用紙に記入してください。
４．解答は鉛

えん

筆
ぴつ

などで濃
こ

く記入してください。
５．‌�問題は 1ページ〜 22 ページの合計 22 ページあります。ページが抜

ぬ

けて
いたら、すみやかに手を挙

あ

げ、監
かん

督
とく

の先生に申し出てください。

東京農業大学第一高等学校中等部

令和 8年度　入学試験（ 2月 2日実施）

理　科
［40分］

第 3 回
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1 　農大一中・一高では、神奈川県にある城ヶ島で自然観察を行っています。城ヶ島での自然
観察に参加している農太くん、農子さん、先生の会話文を読み、後の問いに答えなさい。

	 先生：�皆
みな

さん、こんにちは。今日は神奈川県にある城ヶ島にやってきました。地学分野で学
ぶ地質構造の多くを実際にみることができる場所です。今日はさまざまな地形を実際
にみて、知耕実学を実

じっせん

践しましょう。さて、城ヶ島を歩いてみる前に、まずは城ヶ島
の全体像について確認しておきましょう。城ヶ島は三崎層と初

はっせそう

声層と呼ばれる特
とくちょう

徴の
異なる 2種類の地層からできています。三崎層はおよそ1200万年前から450万年前の間
に堆
たいせき

積した地層です。一方、初声層はおよそ400万年前から300万年前に堆積した地層
です。では早速 1つ目の観察場所へ移動しましょう。

	 農太くんたちは 1つ目の観察場所（写真 1）までやってきました。

	 先生：�まずは①ルーペ（虫めがね）を使って地層のようすを観察してみましょう。この付近
（写真 1）の地層にはどのような特徴がみられますか。

	 農子：�ルーペでみえないほど小さな粒
つぶ

が集まった層と、大きさが 2 mmくらいの粒が集まっ
た層が交

こう ご

互に重なっているようすが観
察できます。

	 農太：�地面がとてもでこぼこしていて、写真 1
中のXからYの方向には歩けないほどで
すね。

	 先生：�そうですね。ここでは海底で一度堆積し
た地層が地

じしん

震や洪
こうずい

水などで崩
くず

れ、より深
い海底に流されたときに、粒の大きさに
よって堆積するスピードに差が生まれ、
比
ひかくてき

較的大きな粒の層と小さな粒の層が
できたと考えられています。これが繰

く

り
返し起こり、さらに周囲から強い力を受
けて斜

なな

めになったことで、この付近（写
真 1）のような地層がうまれたと考えら
れます。ちなみに、堆積している層の粒
の大きさの違

ちが

いは層のもろさの違いを
うんでいます。

	 農子：でこぼこは、どのようにしてできたのでしょうか。
	 先生：�それを考えるために、線XYのところでこの地層を切ったときの断面図を考えてかいて

みましょう。
	 農太：はい、かけました（図 1）。

X Y

写真 １

図 １　農太くんのスケッチ

Ｘ
側

Ｙ
側
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	 先生：よくかけていると思います。たしかに、とてもでこぼこしていますよね。
	 農子：�よく観察すると、へこんでいるところとそうでないところとでは堆積している地層の

粒の大きさに差があるように感じられます。
	 先生：大事なことに気づきましたね。
	 農太：分かりました。 ａ 。
	 先生：素晴らしい。その通りです。

問 １　下線部①について、以下の問いに答えなさい。

（ １）　ルーペの使い方として正しいものを次のア～ウから選び、記号で答えなさい。

　ア．観察前にルーペを通して太陽をみることで、ピントを合わせる。
　イ．�ルーペを観察するものに近づけて持ち、観察するものに自分が近づいたり離

はな

れた
りして、ピントを合わせる。

　ウ．�ルーペを目に近づけて持ち、観察するものに自分が近づいたり離れたりして、ピ
ントを合わせる。

（ ２）　この付近（写真 １）の地層ではぎょう灰
かい

岩がみられます。ぎょう灰岩についての説
明として正しいものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

　ア．�マグマが地下深くでゆっくり冷えて、固まることでできる岩石で、等
とう

粒
りゅうじょう

状組
そ

織
しき

をもつ。
　イ．�マグマが地表近くで急速に冷やされて、固まることでできる岩石で、斑

はんじょう

状組
そ

織
しき

を
もつ。

　ウ．�火山灰や火山れきなどの火山噴
ふん

出
しゅつ

物
ぶつ

が堆積してできる岩石で、化石を含
ふく

むことが
ある。

　エ．�生物の遺
い

骸
がい

が海底に堆積してできる岩石で、うすい塩酸をかけると二酸化炭素が
発生する。

問 ２　文章中の空
くう

欄
らん

ａ に当てはまるものとして正しいと考えられるものを、次のア～
エから選び、記号で答えなさい。

　ア．生き物がこの地層の上を歩いているうちにでこぼこができた。
　イ．�小さな粒の層は大きな粒の層に比べてもろく、しん食されやすかったため、小さ

な粒の層が大きくけずられ、でこぼこができた。
　ウ．�地層に大きな力が加わり、断層が繰り返し生じたことでこのようなでこぼこがで

きた。
　エ．地層に大きな力が加わり、褶

しゅうきょく

曲が生じたことで、このようなでこぼこができた。
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	 先生：�さて、2つ目の観察場所にやってきました。目
の前にある高さ20m以上ある地層をよく見てみ
てください（写真 2）。どのような特徴がありま
すか？

	 農子：�真ん中の長い切れ目（写真 2中の枠内）を境に、
右側と左側とで地層の特徴が違うように思え
ます。

	 先生：�よく気づきましたね。実は目の前の切れ目の左
側が三崎層、右側が初声層なのです。

	 農太：�あれ、②三崎層と初声層はできた時代が違うの
に、なぜ横に並んでいるのだろう？

問 ３　下線部②について、このような地層がどのようにできたかを説明した文として正しい
と考えられるものを次のア～オから選び、記号で答えなさい。なお、ここでは地層の逆
転は起こっていないことが分かっています。

ア．たまたま三崎層の横の空いた場所に初声層が積み重なってできた。
イ．もともと三崎層の上に初声層が重なっていたが、褶曲が生じて三崎層の横に初声層
がある状態になった。

ウ．もともと三崎層の上に初声層が重なっていたが、大きな断層が生じて三崎層の横に
初声層が移動してきた。その後、風化により三崎層の上の初声層が削

けず

られてなく
なった。

エ．もともと初声層の上に三崎層が重なっていたが、褶曲が生じて三崎層の横に初声層
がある状態になった。

オ．もともと初声層の上に三崎層が重なっていたが、大きな断層が生じて初声層の横に
三崎層が移動してきた。その後、風化により初声層の上の三崎層が削られてなく
なった。

三崎層
初声層

写真 ２
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	 先生：�3 つ目の観察場所まで移動してきまし
た。ここは城ヶ島の中でも有名な観光ス
ポットになっている馬

うま

の背
せ

洞
どうもん

門（写真 3）
です。馬の背洞門は波などによって陸地
がしん食される現象によ っ てできた
洞
どうくつ

窟です。みての通り、今はこの洞門を
船で通り抜

ぬ

けることはできませんが、
1923年の 8月までは小

こ ぶ ね

舟で通り抜ける
ことができていました。

	 農子：1923年 9 月に何があったのだろう？
	 農太： ｂ じゃないかな。
	 先生：�その通り。それによって、③海面に対し

て土地が持ち上がってしまったから船
での通り抜けができなくなったのです。
さて、周りの地層のようすも見てみま
しょう。

	 農子：�馬の背洞門以外にも洞窟になっている場
所や④削れて大きなくぼみとなった地
形が段々にみられますね。（写真 4）

問 ４　文章中の空欄について、以下の問いに答えなさい。

（ １）　文章中の空欄 ｂ に当てはまる地震の名まえを漢字で答えなさい。

（ ２）　この地震の震源地として最も適当なものを次のア～カから選び、記号で答えなさ
い。

　ア．埼玉県西部　　　　イ．埼玉県東部
　ウ．東京都西部　　　　エ．東京都東部
　オ．神奈川県西部　　　カ．神奈川県東部

写真 ３

写真 ４
（囲われている部分がくぼみになっている）



─ 5 ─

問 ５　ここで、ある地震について考えてみます。下の表は、ある地点で発生した地震につい
て、A〜Cの各地点で揺

ゆ

れを観測した時刻を表しています。なお、地震波の伝わる速さは
地
じ

盤
ばん

の違いによって変化しないものとします。

地点名 震源からの距離 初
しょき

期微
びど う

動が始まった時刻 主要動が始まった時刻
A 36km 午前11時58分39秒 午前11時58分45秒
B 42km 午前11時58分40秒 午前11時58分47秒
C 66km 午前11時58分44秒 Z

（ １）　地震による揺れには初期微動と主要動があることが知られています。初期微動を
伝える波の名まえを答えなさい。

（ ２）　この地震の主要動を伝える波の速さは秒速何kmですか。

（ ３）　この地震が発生した時刻を求めなさい。

（ ４）　地点Cでの初期微動継
けい

続
ぞく

時間は何秒間ですか。

問 ６　下線部③のような現象を何といいますか。

問 ７　下線部④のような地形がどのようにつくられたのかを考え、簡潔に答えなさい。
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	 先生：�最後の観察場所にやってきました。目の前の地層を見てください。どのような特徴が
ありますか？

	 農子：見えている岩には、厚さ20cm～30cm程度の白い帯のようなものがありますね。
	 農太：よく見ると、マカロニのような管が集まってその帯をつくっているように見えます。
	 先生：�そうですね。じつはこの白い帯は、海面付近に生息しているヤッコカンザシの棲

す

み跡
あと

の化石であると考えられています。
	 農太：�でも、⑤白い帯は海面から1.45m付近と2.25m付近に見られますよね。これはなぜです

か？
	 先生：良い質問です。ではそれについて学校に帰って色々と調べてみましょう。

問 ８　下線部⑤について、これは1703年と1923年に起こった地震の際に海面に対して土地が
持ち上がってしまったためだと考えられています。1703年に起こった地震では何mだけ
海面に対して土地が持ち上がったと考えられますか。計算して求めなさい。ただし、こ
の地域では 1年間で 3 mmずつ沈

ちんこう

降が生じており、 ２つの白い帯は、1703年と1923年に
土地が持ち上がる直前、水面付近にあった棲み跡とします。
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２ 　空気はちっ素や酸素などが混ざった気体です。私たちの身のまわりにはちっ素や酸素以外
にもさまざまな気体があります。ほとんどの気体には色がなく見ることができないため、気
体を扱

あつか

うときには注意が必要です。しかし、気体のつくり方や性質を知ることは未知の気体
を特定したり、環

かん

境
きょう

問題を考えたりするうえで重要なことです。

問 1　空気中に 1番目に多く含
ふく

まれる気体はちっ素です。空気中に 3番目に多く含まれてい
る気体の名まえを答えなさい。ただし、水蒸気は考えないものとします。

問 2　地球温暖化の原因となる気体として空気中の二酸化炭素が問題視されています。二酸
化炭素以外で地球温暖化の原因になると考えられている気体の名まえを 1つ答えなさい。

問 3　環境問題の １つに酸性雨があります。ある気体が紫
し

外
がい

線
せん

などの影
えい

響
きょう

で変化をおこし、
硫
りゅう

酸
さん

や硝
しょう

酸
さん

といった強い酸になり、これらが雨水に溶
と

けこむことによって酸性雨にな
ります。ある気体として考えられるものを次のア～オからすべて選び、記号で答えなさ
い。

ア．二酸化炭素　　　イ．二酸化ちっ素　　　ウ．酸素
エ．硫

りゅうか

化水
すい そ

素　　　　オ．二
に

酸
さん か

化硫
いお う

黄

問 4　次のア～カの気体について、以下の各問いに答えなさい。

ア．水素　　　　　　イ．酸素　　　　ウ．二酸化炭素
エ．アンモニア　　　オ．ちっ素　　　カ．塩化水素

（ １）　BTB溶液を加えた水にア～カの気体を溶かしたときに、その溶
ようえき

液の色が黄色にな
る気体をすべて選び、記号で答えなさい。

（ ２）　それぞれの気体を集めるときに水上置かんで集めることができる気体をすべて選
び、記号で答えなさい。

（ ３）　においがある気体をすべて選び、記号で答えなさい。
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問 5　酸素は、過酸化水素水に二酸化マンガンを加えると発生させることができます。次の
グラフは濃

こ

さの異なる過酸化水素水A、Bと、ある重さの二酸化マンガンを反応させたと
きのそれぞれの酸素の発生量（体積）を示したものです。次の各問いに答えなさい。

過酸化水素水Aの重さ〔g〕

酸
素
の
体
積

〔㎤〕

0 10

50

100

150

過酸化水素水Bの重さ〔g〕

酸
素
の
体
積

〔㎤〕

0 20

100

200

300

（ １ ）　過酸化水素水Bの濃さは過酸化水素水Aの濃さの何倍ですか。

（ ２）　次の①、②のように過酸化水素水の濃さや二酸化マンガンの重さを変化させたと
きのグラフとして正しいものを次のア～カから選び、記号で答えなさい。

　①　過酸化水素水の濃さをAの 2倍に、二酸化マンガンの重さはそのままにして反応
させた

　②　過酸化水素水の濃さをBの半分に、二酸化マンガンの重さを半分にして反応させ
た

過酸化水素水の重さ〔g〕

酸
素
の
体
積

〔㎤〕

150

100

50

0 10

ア

過酸化水素水の重さ〔g〕

酸
素
の
体
積

〔㎤〕

150

100

50

0 10

エ

過酸化水素水の重さ〔g〕

酸
素
の
体
積

〔㎤〕

150

100

50

0 10

イ

過酸化水素水の重さ〔g〕

酸
素
の
体
積

〔㎤〕

150

100

50

0 10

オ

過酸化水素水の重さ〔g〕

酸
素
の
体
積

〔㎤〕

150

100

50

0 10

ウ

過酸化水素水の重さ〔g〕

酸
素
の
体
積

〔㎤〕

150

100

50

0 10

カ

（ ３）　過酸化水素水AとBを同じ重さずつ混ぜ合わせたものに、二酸化マンガンを加えて
酸素を100cm3発生させるとします。このとき何gずつ過酸化水素水A、Bを混ぜ合わ
せますか。
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	 　二酸化炭素は、石灰石にうすい塩酸を加えると発生します。また、二酸化炭素が発生した
後で、残っている液体を加熱し水を蒸発させるとある固体が残ります。次の表は石灰石の重
さ、加えたうすい塩酸の体積、発生した二酸化炭素の体積、加熱した後に残った固体の重さ
を記したものです。ただし、使用した塩酸の濃さはいずれも同じものとします。

石灰石〔g〕 2.5 5.0 10
うすい塩酸〔cm3〕 100 100 100
二酸化炭素〔cm3〕 480 960 1440
残った固体〔g〕 2.72 5.44 10.66

問 6　次の各問いに答えなさい。

（ １）　石灰石の主成分は炭酸カルシウムという物質です。炭酸カルシウムを多く含むも
のを次のア～オからすべて選び、記号で答えなさい。

　ア．重そう　　　　イ．たまごの殻
から

　　　　ウ．みょうばん
　エ．石灰水　　　　オ．大理石

（ ２）　使用した石灰石の中には塩酸と反応せず、加熱しても気体になることがない物質
が含まれていました。炭酸カルシウムだけからなる物質5.0gにうすい塩酸100cm3を
加えたところ炭酸カルシウムはすべて溶けて、二酸化炭素が1200cm3発生し、加熱
したあとに残った固体は5.55gでした。使用した石灰石中に炭酸カルシウムは何%含
まれていましたか。

（ ３）　石灰石15gとうすい塩酸250cm3を反応させたときに発生する二酸化炭素の体積と、
加熱した後に残る固体の重さをそれぞれ答えなさい。
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3 　農太くんは、水
すいそう

槽にメダカのオスとメスをそれぞれ 4～ 5匹ずつ入れて飼育し、メダカの
からだのつくりを観察しました。まず肉眼で観察し、その後顕

けん

微
び

鏡
きょう

を用いて観察しました。
顕微鏡を用いて観察するときには、スライドガラスにメダカをのせ、ぬらしたガーゼでメダ
カをつつんで乾

かんそう

燥しないようにしました。図 1はメダカのからだのつくりを、図 2はメダカ
の尾びれを顕微鏡で観察したときのスケッチです。
	 　農太くんがメダカをしばらく飼育すると、メダカが卵を産みました。メダカの卵を毎日観
察すると、少しずつ成長しているようすが見られました。

腹びれ 尻びれ

背びれ 尾びれ

図 １
尾びれの骨

細い血管

うすい色のつぶ

図 ２

問 1　メダカの育て方について、正しいものを次のア～カから 2つ選び、記号で答えなさい。

ア．水槽は日光が直接当たる場所に置く。
イ．水温は10℃に保つようにする。
ウ．カワニナやヤゴを水槽にいっしょに入れる。
エ．卵を産みつけやすいように、ホテイアオイやオオカナダモを水槽にいっしょに入
れる。

オ．エサは、 1日に 1～ 2回食べ残さない量を与える。
カ．水がよごれたら、水槽の水を水道水とすべて入れかえる。
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問 2　メスのメダカの背びれと尻びれの組み合わせとして正しいものを、後のア～エから選
び、記号で答えなさい。

A B

背びれ 尻びれ

a b

ア．Aとa　　　イ．Aとb　　　ウ．Bとa　　　エ．Bとb

問 3　メダカの卵の大きさはおよそどのくらいですか。次のア～オから選び、記号で答えな
さい。

ア．0.1mm　　　イ．0.5mm　　　ウ． 1mm　　　エ． 5mm　　　オ． 1cm

問 4　メダカの卵が成長していくようすのスケッチとして正しいものを、次のア～キから ４
つ選び、卵が成長する順に並びかえて答えなさい。

ア イ ウ エ

オ カ キ

問 5　メダカの尾びれを顕微鏡で観察すると、図 ２のように細い血管に血液が流れているよ
うすが見られました。以下の各問いに答えなさい。

（ １）　細い血管の中に見える、うすい色のつぶの名まえを答えなさい。

（ ２）　細い血管の名まえを答えなさい。

（ ３）　細い血管のように、血管が細かく枝分かれしていることの利点の １つに、栄養分
や酸素をからだのすみずみに運ぶことができるということがあります。それ以外の
利点を 1つ挙げて説明しなさい。
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問 6　メダカの血液や心臓について、間違っているものを次のア～オからすべて選び、記号
で答えなさい。

ア．メダカの血液には酸素や二酸化炭素を運ぶはたらきがある。
イ．メダカの体内では常に新しい血液がつくられている。
ウ．メダカの心臓は 1つの心房と 1つの心室の合計 2つの部分からなる。
エ．血液は心臓がゆるんだときに心臓から送り出され、縮んだときに心臓に入る。
オ．メダカの尾びれで見られた細い血管では、血液が流れる方向は決まっていない。

問 7　メダカの血液の循
じゅん

環
かん

経路について、正しいものを次のア～クから選び、記号で答えな
さい。ただし、黒い矢印は酸素の多い血液が流れる血管、白い矢印は酸素の少ない血液
が流れる血管を示しています。

ア イ

ウ エ

オ カ

キ ク
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問 8　ヒトの血液の循環経路はメダカとは異なっています。そのことについて説明した次の
文章の空欄に入る語句を、それぞれ答えなさい。

	 　ヒトの心臓のつくりは心房と心室が（　a　）つずつあり、心臓から（　b　）をめぐって
再び心臓に戻る経路と、心臓から（　b　）以外の全身をめぐって再び心臓に戻る経路が、
完全に分かれています。

問 9　次の表 1は、ヒトの呼気、吸気中の酸素と二酸化炭素の体積の割合を示しています。 1
回の呼吸量が550mL、呼吸回数が 1分間に24回とすると、体内に取りこまれた酸素の量
は 1分間に何mLですか。ただし、呼気と吸気の体積は同じものとします。

表 1
呼気 吸気

酸素〔%〕 16 21
二酸化炭素〔%〕 4.03 0.04

問10　次の表 2はヒトの血液の循環について、酸素の多い血液と酸素の少ない血液それぞれ
の血液100mLあたりに含まれる酸素と二酸化炭素の量を示しています。ヒトの心臓が 1
回のはく動で70mLの血液を送り出し、1分間に70回のはく動を繰り返すとすると、1分
間に血液からからだの各部にわたされた酸素の量は、呼吸によって体内に取りこまれた
酸素の何％にあたりますか。答えは小数第 1位を四捨五入して整数で答えなさい。

表 2
酸素の多い血液 酸素の少ない血液

酸素〔mL〕 12 5
二酸化炭素〔mL〕 5 6
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4 　2025年 9 月、東京で陸上競技の世界大会が行われました。理科で学んだことをもとに陸上
競技について考えてみましょう。

　　陸上競技では人がモノを投げたり、飛んだり、移動したりします。これらはいずれも「物体
の運動」として考えることができます。物体の運動についての基本的な法則に、慣性の法則が
あります。慣性の法則とは次のようなものです。

　静止している物体は静止し続けようとし、運動している物体はそのままの速さで同じ
向きに運動を続けようとする。

問 1　図 1のように、自動車内の水平な場所に、水
すい

筒
とう

とボールを置
お

きました。この自動車が
図 １の左向きに急発進すると、水筒が倒

たお

れ、ボールが動きました。そのときの水筒とボー
ルのようすとして正しいものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。ただし、選

せん

択
たく

肢
し

中の は車内でのボールの動く向きを表しています。また、車内で水筒とボールはぶ
つからないものとします。

図１

ア イ ウ エ
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問 2　陸上競技の「砲
ほうがん

丸投げ」「走り高跳
と

び」という種目について、以下の問いに答えなさい。

（ １）　「砲丸投げ」では重さ 5 kgの砲丸と呼ばれる鉄球を投げます。この砲丸を投げたと
きに、砲丸が描

えが

く軌
き

道
どう

として最も正しいものを次のア～エから選び、記号で答えな
さい。

　

ア イ ウ エ

（ ２）　「走り高跳び」は助走をつけてある地点でジャンプをして、高さ何cmのバーを跳び
こえられるかを競う種目です。走り高跳びをした選手が描く軌道として最も正しい
ものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

　

ア イ ウ エ

問 3　陸上競技には「走る」種目が数多くあります。走る種目のスタートでは地面をける際に
うまれる反作用によって前に進んでいきます。作用と反作用について正しく述べている
文を次のア～カから 2つ選び、記号で答えなさい。

ア．作用と反作用では作用の方が大きな力である。
イ．作用と反作用は必ず同じ大きさの力である。
ウ．作用と反作用では反作用の方が大きな力である。
エ．作用と反作用は必ず同じ向きにはたらく。
オ．作用と反作用は必ず逆向きにはたらく。
カ．作用に対して反作用がうまれないことがある。
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	 　近年、陸上競技の世界では「厚底シューズ」というものが話題になっています。このシュー
ズを活用するとより速く走ることができると話題なのですが、これには「弾

だんせい

性」と呼ばれる、変
形した物体がもとに戻

もど

ろうとする性質が関わっています。弾性がもっとも簡単に表れる物体
であるばねを用いた実験を通して、弾性について考えてみましょう。ただし、後の問いでは、
ばねやばねをつなぐ棒、糸の重さは考えないものとします。

問 4　図 ２のように、ばねにおもりをつるしたところ、ばねが伸
の

びた状態になりました。次
に、これと同じばねとおもりをいくつか準備して①～⑤のようにばねにおもりをつなぎ
ました。 1つのばねの伸びに注目したとき、ばねの伸びが図 ２のばねと同じになるもの
をア～ケからすべて選び、記号で答えなさい。

図 ２

　　

①

④

ア

カ

キ

②

イ ウ

③

エ オ

⑤

ク

ケ
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問 5　図 ３のように、 １つ20gのおもりをつるしていき、おもりの数とばねの伸びとの関係
を調べたところ、下の表 １の結果が得られました。この結果が得られたばねを、ばねX
と呼ぶことにします。おもりを 3個つるしたときのばねXの伸びは何cmですか。

図 ３

表 １
おもりの数 1個 2個 3個 4個
ばねの伸び 1 cm 2 cm 4 cm
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	 　図 ４ のように、ばねXの上に皿をとりつけ １つ20gのおもりをのせていき、おもりの数とば
ねの縮みとの関係を調べたところ、下の表 ２の結果が得られました。ただし、後の問いでは
実験中ばねは倒れることはなく、まっすぐに伸び縮みするものとします。また、皿の重さは
考えないものとします。

皿

図 ４

表 ２
おもりの数 1個 2個 3個 4個
ばねの縮み 1 cm 2 cm 4 cm

問 6　図 ４について、以下の問いに答えなさい。

（ １）　おもりを 3個のせたときの縮みは何cmですか。

（ ２）　おもりの数を横
よこじく

軸に、ばねの長さを縦軸にしたグラフとして、最も正しいものを
次のア～カから選び、記号で答えなさい。

おもりの数

ば
ね
の
長
さ

ア イ ウ

エ オ カ
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	 　問 5 と問 6の実験を、さらにおもりの数を増やして行
おこな

ったところ、ばねXは15cm以上伸び
たり縮んだりすることができないことが分かりました。

問 7　ばねXと同じばねA・B・Cを用意しました。図 ５のように、この 3つのばねを直列に
つないで、120gの物体をばねの上に取りつけるとばねA・B・Cの縮みはそれぞれ何cm
になりますか。

ばねA

ばねB

ばねC

図 ５

問 ８　ばねXと同じばねを複数用意して、2等分、3等分、4等分に切り分けました。ばねX、
２等分したばね、 ３等分したばね、 ４等分したばね、それぞれ １個の上に100gのおもり
を取りつけたときのばねの縮みを考えます。それぞれのばねとばねの縮みの関係を示す
点を解答欄のグラフにかき込みなさい。なお、点は濃く、はっきりとかくこと。
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	 　このばねXの上にリンゴ 1個をのせたときのばねの縮みでリンゴの重さをはかろうとした
ところ、ばねが縮みきってしまい、重さをはかることができませんでした。

問 ９　リンゴ 1個の重さをはかるために、ばねXを 1つと、ばねXを 2等分にしたばねYを １
つ準備しました。図 ６のようにばねXの上にリンゴ 1個をのせ、そのリンゴをばねYで少
し引いたところ、ばねYは 3 cm伸び、ばねXは縮み、リンゴ 1個の重さが300gであるこ
とが分かりました。ばねXの縮みは何cmですか。

ばねY

ばねX

図 ６
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	 　長さ96cmで太さが一様でない棒の重さを、ばねを用いて調べてみることにしました。

問10　ばねYをさらに 2等分にしたばね（ばねZ）をつくり、図 ７のようにばねZを棒の両
りょうたん

端
につけて棒を持ち上げると、左

ひだりはし

端のばねZは 1 cm、右端のばねZは 3 cmだけ伸びました。

ばねZ ばねZ

図 ７

（ １）　この棒の重さは何gですか。

（ ２）　この棒の重心は左端から何cmの位置にあるといえますか。
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一	
次
の
①
～
④
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
⑤
～
⑧
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を

漢
字
で
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は
送
り
仮
名
を
付
し
な
さ
い
。

①　

お
湯
を
煮
沸
す
る
こ
と
で
雑
菌
を
殺
す
こ
と
が
で
き
る
。

②　

昔
日
の
思
い
出
が
込
め
ら
れ
た
写
真
が
見
つ
か
る
。

③　

揮
発
性
の
高
い
薬
品
を
使
う
時
は
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

④　

ネ
ッ
ト
上
に
類
似
品
が
た
く
さ
ん
出
回
っ
て
い
る
。

⑤　

著
名
な
人
物
の
生
き
方
や
考
え
方
に
カ
ン
カ
さ
れ
る
。

⑥　

大
勢
の
前
で
ベ
ン
ゼ
ツ
を
ふ
る
う
。

⑦　

都
知
事
が
シ
ュ
ウ
ニ
ン
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

⑧　

彼
女
を
部
長
に
オ
ス
の
は
問
題
が
あ
る
。

二	

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を

加
え
て
あ
り
ま
す
。

　

人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
言
語
を
使
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
言
語
を

単
に
発
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
何
か
を
言
う
こ
と
に
お
い
て
何
か
を
し
て
い
ま
す
。
言
明
し
た
り
、
依
頼

し
た
り
、
質
問
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
に
応
じ
た
り
拒
否
し
た
り
し
て
生
き
て
い
ま
す
。
言
葉
を
学
び

始
め
た
子
ど
も
は
、「
今
日
は
幼
稚
園
は
休
み
だ
よ
」、「
遊
ん
だ
ら
片
付
け
て
」、「
す
い
か
食
べ
る
？
」な
ど
と

言
わ
れ
た
り
、「
今
日
は
雨
だ
ね
」、「
水
、
取
っ
て
」、「
お
や
つ
は
何
？
」
な
ど
と
言
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、

「
分
か
っ
た
」
と
か
「
嫌
だ
」
と
か
言
い
な
が
ら
、
１

こ
の
世
界
で
生
き
て
い
く
足
場
を
築
い
て
い
る
で
し
ょ

う
。

　

と
こ
ろ
で
、
２

言
葉
を
言
う
こ
と
で
何
か
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
一
定
の
規
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
こ
の
文
章
を
読
者
の
皆
さ
ん
が
理
解
で
き
る
の
は
、
私
が
日
本
語
の
基
本
的
な
文
法
を

習
得
し
、
そ
の
文
法
に
従
っ
て
書
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
規
則
に
は
文
法
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
含
ま
れ
ま
す
。
注
文
や
命
令
な
ど
、
言
葉
を
用
い
る
行
為
の
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
言
い
方
、
発
話
の
状
況
、

話
し
手
と
聞
き
手
の
立
場
な
ど
に
関
す
る
一
定
の
規
則
性
が
あ
り
ま
す
。

　

規
則
と
い
う
と
文
法
規
則
や
、
あ
る
い
は
校
則
や
社
則
の
よ
う
に
明
示
的
に
書
き
出
し
て
一
覧
に
で
き
る
よ

う
な
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
注
文
に
も
命
令
に
も
そ
の
よ
う
な
明
示
的
な
規
則

は
な
い
の
で
、
言
い
方
な
ど
の
規
則
性
は「
慣
習
」と
呼
ぶ
ほ
う
が
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
規
則
と
い
う
こ
と
に
も
ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
。
状
況
や
立
場
性
や
言
い
方
が
異
な
れ
ば
そ
も
そ
も
意

図
さ
れ
た
行
為
に
な
ら
な
い
と
い
う
基
準
と
し
て
の
働
き

0

0

0

0

0

0

0

0

が
あ
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
自
宅
で
親
に
「
ざ
る

そ
ば
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
も
通
常
の
意
味
で
の
「
注
文
」
に
は
な
ら
な
い
し
、「
ざ
る
そ
ば
が
あ
れ
ば
な
あ
」

と
い
う
言
い
方
を
し
て
も
や
は
り
「
注
文
」
に
は
な
ら
な
い
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　

言
語
行
為
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
な
か
に
は
言
明
も
含
ま
れ
ま
す
。「
今
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

日
は
幼
稚
園
は
休
み
だ
よ
」「
今
日
は
雨
だ
」「
山
手
線
は
神
田
駅
に
停
車
す
る
」「
現
在
の
ド
イ
ツ
の
首
相
は

シ
ュ
ル
ツ
で
あ
る
」
の
よ
う
に
、
世
界
に
つ
い
て
の
記
述
や
確
認
を
意
図
し
て
文
を
言
う
行
為
で
す
。
言
明
に

お
い
て
言
わ
れ
る
こ
と
は
真
／
偽
の
値
を
も
つ
点
で
特
筆
さ
れ
ま
す
。
言
明
は
、
私
た
ち
の
行
為
や
計
画
の
基

盤
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
真
で
あ
る
こ
と
に
価
値
が
あ
り
ま
す
。
偽
で
あ
っ
た

場
合
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
た
計
画
も
行
為
も
狂
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

言
明
の
行
為
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
文
で
言
葉
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
に

言
う
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
言
明
に
な
る
か
を
理
解
し
て
い
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
字
面
と
し
て

は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
、
芝
居
の
台せ

り
ふ詞

と
し
て
「
今
日
は
良
い
お
天
気
で
す
ね
」
と
言
う
場
合
と
、
芝

居
の
前
の
挨あ

い

拶さ
つ

で
「
今
日
は
良
い
お
天
気
で
す
ね
」
と
言
う
場
合
で
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
人
が
同
じ
場

所
で
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
て
も
、

Ⅰ

。
こ
の
区
別
が
で
き
る
場
合
、
単
に
文

法
に
従
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ど
う
い
う
状
況
で
ど
う
言
え
ば
言
明
に
な
る
の
か
に
関
す
る
判
別
基
準
に
も

従
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
何
ら
か
の
規
則
に
従
う
場
合
、
何
を
す
れ
ば
規
則
違
反
に
な
る
の
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
理
解
し
て
い

る
も
の
で
す
。
注
文
し
よ
う
と
意
図
し
て
電
車
の
乗
客
や
自
宅
の
親
に
「
ざ
る
そ
ば
く
だ
さ
い
」
と
言
う
こ
と

は
規
則
違
反
で
あ
り
、
蕎そ

麦ば

屋
で
言
う
の
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
て
も
「
注
文
」
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
理

解
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
本
気
で
そ
ん
な
こ
と
は
言
わ
な
い
は
ず
で
す

─
言
う
と
す
れ
ば
、
冗
談
を
言
う
な

ど
の
別
の
行
為
と
し
て
、
で
し
ょ
う
。
言
明
す
る
た
め
に
何
に
従
う
必
要
が
あ
る
か
を
理
解
し
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
、
ど
う
い
う
も
の
が
規
則
違
反
で
あ
る
か
も
理
解
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

言
明
は
真
な
る
こ
と
を
言
う
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
嘘
を
つ
く
こ
と
は
言
明
の
規
則
に
対

す
る
違
反
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
【
中
略
】

　

ま
ず
、
※
１

サ
ー
ル
の
見
解
を
取
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

【　
　
　

①　
　
　

】

【　
　
　

②　
　
　

】

【　
　
　

③　
　
　

】

【　
　
　

④　
　
　

】

　

ず
ず
っ
と
音
を
立
て
て
ス
ー
プ
を
食
べ
て
い
る
と
、「
音
は
立
て
な
い
よ
う
に
」と
注
意
さ
れ
た
り
、
周
り
の

人
に
嫌
な
顔
を
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
、
私
の
ス
ー
プ
の
食
べ
方
は
エ
チ
ケ
ッ
ト

違
反
だ
と
告
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。
食
べ
方
に
関
す
る
こ
の
種
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
思
い
浮
か
べ
て
み
る
と
、
た

し
か
に
、
そ
の
規
則
の
理
解
に
は
、
何
を
し
た
ら
規
則
違
反
に
な
る
の
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
理
解
が
必
須
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
い
や
む
し
ろ
、
私
た
ち
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
規
則
を
学
ぶ
時
の
典
型
的
な
場
面
と
は
、
エ
チ

ケ
ッ
ト
に
反
す
る
振
る
舞
い
を
し
た
時
に
、「
〇
〇
は
し
な
い
よ
う
に
」と
言
わ
れ
る
こ
と
で
、
つ
ま
り
、
何
が

規
則
違
反
で
あ
る
か
を
教
え
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
点
は
、
ま
ず
規
則
に
従
う
こ
と
を
学
ん
で
か
ら
、
次
に
規
則
違
反
を
別
に
学
ぶ
と
い
う
二
段
階
の
ス

テ
ッ
プ
は
不
要
だ
と
い
う
３

サ
ー
ル
の
指
摘
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
プ
の
食
べ
方
に
関
す
る
限
り
、
少
な

く
と
も
私
は
、
ど
う
い
う
規
則
に
従
え
ば
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
細
や
か
に
説
明
す
る
こ
と
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は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
音
を
立
て
な
い
な
ど
の
い
く
つ
か
の
規
則
違
反
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
注
意
さ

れ
る
な
ど
の
経
験
を
通
じ
て
理
解
し
て
い
ま
す
。
私
が
ス
ー
プ
を
食
べ
る
時
に
注
意
し
て
い
る
の
は
せ
い
ぜ
い

こ
れ
ら
の
規
則
違
反
を
し
な
い
こ
と
く
ら
い
な
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
十
分
、
ス
ー
プ
の
食
べ
方
に
関
す
る
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
い
る
と
言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
何
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
違
反
な
の

か
を
学
び
終
え
た
時
に
は
す
で
に
こ
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
規
則
に
従
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
の
で
あ
り
、
最
初
に
、

エ
チ
ケ
ッ
ト
の
規
則
を
学
ん
で
、
次
に
ど
う
す
る
と
規
則
を
破
っ
た
こ
と
に
な
る
の
か
を
別
に
学
ぶ
と
い
う
ふ

う
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
嘘
の
話
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

Ｘ

、
私
た
ち
は
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
場
合
と
同
様
に
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
、
嘘
を
つ
く
と
「
嘘
は
つ
か
な
い
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
悲
し
ま
れ
た
り
し
て
、
嘘

を
つ
く
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

場
合
と
同
様
、
言
語
の
規
則
に
従
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
の
な
か
に
、
嘘
を
つ
く
こ
と
が
規
則
違
反
で
あ
る
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
は
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
言
語
の
規
則
に
従
う
こ
と
を
学
ん
で
、
言
語
を
用
い
て
行
為

し
て
い
る
時
に
は
す
で
に
、
嘘
を
つ
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
そ
の
規
則
に
対
す
る

Ⅱ

と
し
て
学
ん

で
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

Ｙ

、
大
人
に
「
ど
こ
に
行
っ
て
い
た
の
？
」
と
聞
か
れ
た
時
、
子
ど
も
が
「
え
、
公
園
で
遊
ん
で
い

た
」
と
嘘
を
つ
く
と
し
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
行
っ
て
も
よ
い
と
決
め
ら
れ
て
い
る
範
囲
を
超
え
た
、
遠
く
の
エ

リ
ア
に
住
む
友
達
の
家
に
い
た
の
で
す
が
、
本
当
の
こ
と
を
言
え
ば
怒
ら
れ
る
と
思
っ
て
嘘
を
つ
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
大
人
は
公
園
に
探
し
に
行
っ
て
み
た
け
れ
ど
、
子
ど
も
が
い
な
か
っ
た
か
ら
聞
い
て
い
た
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
こ
と
は
す
ぐ
に
見
抜
か
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
大
人
は
「
嘘
を
つ

く
ん
じ
ゃ
な
い
、
本
当
の
こ
と
を
言
い
な
さ
い
」
な
ど
と
言
う
で
し
ょ
う
。
言
葉
を
話
す
こ
と
に
は
真
実
を
語

0

0

0

0

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
規
則
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
大
人
は
教
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
考
え
て
み
る

と
、
こ
の
よ
う
な
規
則
を
大
人
か
ら
言
わ
ば
机
上
で
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。　　

　

Ｚ

、
大
人
が
子
ど
も
に
真
実
を
語
る
べ
し
と
い
う
規
則
を
教
え
る
の
は
、
子
ど
も
が
こ
の
規
則
に
反

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
場
面
が
大
半
で
し
ょ
う
。

　
４

そ
う
だ
と
す
る
と
、
子
ど
も
は
言
葉
を
話
す
こ
と
に
は
真
実
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
則
が

あ
る
こ
と
を
、
規
則
違
反
の
ケ
ー
ス
を
通
じ
て
学
ん
で
い
く
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
最
初
に
規
則
に
従
う

こ
と
を
学
ん
で
か
ら
、
次
に
規
則
を
破
る
と
い
う
別
個
の
営
み
を
学
ぶ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
サ
ー
ル
の
議
論
は
、
言
葉
を
学
ぶ
た
め
に
は
規
則
違
反
を
犯
す
こ
と
を
学
ば
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
規
則

違
反
に
は
嘘
を
つ
く
こ
と
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。
嘘
を
つ
く
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
そ

れ
を
通
じ
て
し
か
真
実
を
語
る
と
い
う
一
般
的
な
規
則
を
習
得
で
き
な
い
点
で
必
要
な
こ
と
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

言
明
に
と
っ
て
は
真
実
を
語
る
こ
と
が
規
則
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
時
、
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
と
か
、
た
し
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
規
則
な
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
思
っ
た
人
の
ほ
う
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
場
合
と
同
様
に
、
違
反
し
た
時
に
は
っ
き

り
と
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
規
則
に
違
反
し
て
い
な
い
時
に
は
特
に
何
も
言
わ
れ
な
い
の
が
常
だ
か
ら
で
し
ょ

う
。
嘘
を
つ
く
こ
と
は
そ
の
違
反
の
典
型
事
例
で
す
。「
公
園
で
遊
ん
で
い
た
」
と
か
「
本
当
に
反
省
し
て
い
ま



─ 4 ─

↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

す
」
と
か
、
言
明
と
字
面
上
は
一
致
し
た
こ
と
を
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
実
際
に
は
真
な
る
こ
と
を
言
っ
て
い

な
い
と
い
う
経
験
を
、
話
し
手
と
し
て
も
聞
き
手
と
し
て
も
経
験
し
、
そ
れ
は
規
則
違
反
だ
と
し
て
咎と

が

め
ら
れ

た
り
、
そ
れ
は
規
則
違
反
だ
と
憤

い
き
ど
お

っ
て
抗
議
し
た
り
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
言
葉
を
話
す
よ
う
に
な
り
、
そ

し
て
言
葉
を
話
し
て
生
き
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

�

（
池
田
喬
『「
嘘
を
つ
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』
に
よ
る
）

※
１　

サ
ー
ル
…
…
ジ
ョ
ン
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
・
サ
ー
ル
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
哲
学
者
。

問
一　

傍
線
部
１
「
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
く
足
場
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明

と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、
本
心
か
ら
他
者
に
寄
り
添
い
、
共
感
す
る
能
力
。

イ　

言
語
を
発
信
し
、
更
に
や
り
と
り
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
他
者
と
交
わ
っ
て
い
く
能
力
。

ウ　

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
忖そ

ん

度た
く

な
く
質
問
す
る
こ
と
で
、
こ
の
世
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
能
力
。

エ　

社
会
に
お
け
る
共
通
の
言
語
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
互
い
に
許
容
し
あ
え
る
能
力
。

オ　

一
方
的
に
相
手
の
要
求
を
の
む
だ
け
で
は
な
く
、
断
る
こ
と
も
で
き
る
能
力
。

問
二　

傍
線
部
２
「
言
葉
を
言
う
こ
と
で
何
か
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
一
定
の
規
則
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の

を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

文
法
規
則
を
習
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
言
語
が
用
い
ら
れ
る
状
況
や
立
場
性
、
言
い
方

な
ど
と
い
っ
た
も
の
の
規
則
性
や
働
き
に
従
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ　

文
法
規
則
の
理
解
に
加
え
て
、
言
明
し
た
り
、
依
頼
し
た
り
、
質
問
し
た
り
し
て
言
語
の
経
験

を
積
み
重
ね
、
話
し
手
の
考
え
に
従
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

言
語
を
文
と
し
て
活
用
す
る
側
が
、
明
示
的
な
文
法
規
則
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

十
分
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。

エ　

言
語
の
文
法
規
則
以
外
に
も
、
相
手
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
や
相
手
の
会
話
の
経
験
値
な
ど
と

い
っ
た
状
況
設
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。

オ　

言
語
は
会
話
を
す
る
た
め
に
あ
る
の
で
、
言
い
方
や
発
話
の
状
況
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

あ
く
ま
で
も
文
法
規
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
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問
三　

空
欄

Ⅰ

に
あ
て
は
ま
る
文
章
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

前
者
の
場
合
だ
け
が
言
明
の
行
為
だ
と
言
え
ま
す

イ　

前
者
の
場
合
は
言
明
の
行
為
と
言
い
切
る
に
は
不
十
分
で
す

ウ　

前
者
の
場
合
も
後
者
の
場
合
も
言
明
の
行
為
だ
と
言
え
ま
す

エ　

後
者
の
場
合
だ
け
が
言
明
の
行
為
だ
と
言
え
ま
す

オ　

後
者
の
場
合
は
言
明
の
行
為
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん

問
四　
【　
　
　

①　
　
　

】～【　
　
　

④　
　
　

】に
は
、
次
の
１
～
４
の
文
が
入
り
ま
す
。
適
切
な
順
序
に

並
び
替
え
た
も
の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
後
の
選
択
肢
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

【
文
】１　

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
規
則
は
行
為
を
統
制
す
る
よ
う
な
類
の
規
則
で
あ
り
、
そ
う
い
う

規
則
は
、
規
則
で
あ
る
以
上
、
何
が
規
則
に
対
す
る
違
反
で
あ
る
か
も
定
め
て
い
る
の
だ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

２　

サ
ー
ル
は
そ
う
し
た
統
制
的
規
則
の
例
と
し
て
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
規
則
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

３　

第
一
に
、
嘘
を
つ
く
こ
と
は
言
語
行
為
の
遂
行
の
統
制
的
規
則
に
対
す
る
違
反
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

４　

嘘
の
話
に
は
後
で
戻
っ
て
く
る
と
し
て
、
こ
こ
で
も
ま
ず
、
ス
ー
プ
の
食
べ
方
に
関
す
る
エ
チ

ケ
ッ
ト
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
選
択
肢
】

ア　

１
→
４
→
３
→
２

イ　

２
→
１
→
４
→
３

ウ　

２
→
３
→
１
→
４

エ　

３
→
４
→
１
→
２

オ　

３
→
１
→
２
→
４
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問
五　

傍
線
部
３
「
サ
ー
ル
の
指
摘
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ

さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

わ
ざ
わ
ざ
規
則
を
学
ば
な
く
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
注
意
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
初
め
か
ら
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

相
手
の
文
化
や
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
最
大
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
あ
り
、
食
事
の
時
に
だ
け
当

て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
指
摘
さ
れ
た
時
に
エ
チ
ケ
ッ
ト
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

規
則
違
反
を
学
び
直
す
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

エ　

規
則
に
従
う
こ
と
は
言
語
習
得
に
つ
い
て
も
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
り
、
基
本
的

な
規
則
さ
え
理
解
し
て
い
れ
ば
違
反
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

オ　

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
規
則
を
破
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
た
め
、
規
則

を
学
び
直
し
て
も
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
。

問
六　

空
欄

Ｘ

～

Ｚ

に
あ
て
は
ま
る
語
を
、
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア　

例
え
ば　
　

イ　

も
し
も　
　

ウ　

む
し
ろ　
　

エ　

し
か
し　
　

オ　

た
し
か
に

問
七　

空
欄

Ⅱ

に
あ
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

同
意　
　

イ　

違
反　
　

ウ　

不
正　
　

エ　

義
務　
　

オ　

防
衛

問
八　

傍
線
部
４
「
そ
う
」
が
指
す
内
容
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

真
実
を
語
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
大
人
は
す
ぐ
に
見
抜
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
本
当
の
こ

と
を
言
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ　

本
当
の
こ
と
を
言
う
と
怒
ら
れ
る
と
考
え
て
、
子
ど
も
は
嘘
を
つ
く
が
、
大
人
は
そ
の
こ
と
を

理
解
せ
ず
に
怒
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

子
ど
も
は
言
葉
を
話
す
と
き
の
規
則
を
大
人
か
ら
し
か
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
嘘
を
指
摘
さ
れ

る
こ
と
で
初
め
て
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

言
葉
を
話
す
と
き
に
は
真
実
を
話
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
規
則
は
、
規
則
を
破
っ
た
時

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
。

オ　

大
人
は
子
ど
も
に
真
実
を
語
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
規
則
を
教
え
る
が
、
そ
の
規
則
す

ら
本
当
は
嘘
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
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問
九　

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

ア　

ど
の
よ
う
な
嘘
を
つ
け
ば
大
人
に
怒
ら
れ
な
い
か
は
、
大
人
と
の
言
語
を
通
し
た
や
り
と
り
の

結
果
身
に
つ
く
も
の
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
教
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

イ　

言
語
の
意
味
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
言
語
の
も
つ
文
法
規
則
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、

文
法
規
則
が
異
な
る
と
通
常
の
意
味
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

ウ　

言
語
の
規
則
と
は
異
な
り
、
行
動
の
規
則
と
は
ま
ず
規
則
に
従
う
こ
と
を
学
ん
だ
う
え
で
、
何

が
規
則
を
破
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
座
学
で
学
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
。

エ　

真
実
を
語
る
こ
と
が
規
則
で
あ
る
以
上
、
言
明
と
字
面
が
一
致
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

実
際
の
行
動
が
ど
う
で
あ
る
か
は
問
題
で
は
な
い
。

オ　

嘘
を
つ
く
と
い
う
言
語
行
為
を
覚
え
、
そ
れ
が
規
則
違
反
な
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
も
言
語
習

得
の
側
面
と
な
っ
て
い
る
。
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↑
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↑
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三	
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
本
文
の
一
部
に
手
を

加
え
て
あ
り
ま
す
。

　
※
１

プ
ナ
ン
の
民
話
は
、
動
物
譚た
ん

の
宝
庫
で
あ
る
。

　

か
つ
て
マ
レ
ー
グ
マ
だ
け
に
尻
尾
が
あ
り
、
他
の
動
物
た
ち
に
は
な
か
っ
た
。
マ
レ
ー
グ
マ
の
尻
尾
は
格
好

よ
く
見
え
た
。
動
物
た
ち
は
マ
レ
ー
グ
マ
の
と
こ
ろ
に
出
か
け
て
行
っ
て
、
尻
尾
を
分
け
て
く
れ
る
よ
う
に
頼

ん
だ
。
マ
レ
ー
グ
マ
は
来
る
動
物
来
る
動
物
に
、
気
前
よ
く
尻
尾
を
分
け
与
え
た
。
最
後
に
テ
ナ
ガ
ザ
ル
も
尻

尾
を
ね
だ
り
に
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
時
に
は
、
マ
レ
ー
グ
マ
に
尻
尾
の
手
持
ち
が
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
、
今
日
、
マ
レ
ー
グ
マ
と
テ
ナ
ガ
ザ
ル
に
は
尻
尾
が
な
い
。

　

マ
レ
ー
グ
マ
は
、
人
は
ケ
チ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
寛
大
な
心
を
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
、
人
に
①

範
を
垂

れ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
民
話
は
、「
ケ
チ
は
ダ
メ
（am

ai iba

）」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
い
る
。
プ
ナ
ン
に
と
っ
て
、
１

寛
大
で
あ
る
こ
と
は
重
要
な
美
徳
で
あ
る
。

　

プ
ナ
ン
は
、
つ
ね
に
、
も
ら
っ
た
も
の
を
惜
し
げ
も
な
く
誰
か
に
分
け
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

私
が
年
二
回
の
ペ
ー
ス
で
訪
れ
る
際
に
、
い
つ
も
世
話
に
な
っ
て
い
る
男
性
の
家
族
に
お
土
産
と
し
て
持
っ
て

い
く
時
計
や
ポ
ー
チ
、
バ
ッ
グ
な
ど
は
、
す
ぐ
に
そ
れ
ら
を
ね
だ
る
別
の
誰
か
の
手
に
渡
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら

は
、
ま
た
別
の
人
へ
と
渡
っ
て
い
く
。
遠
く
離
れ
た
森
の
狩
猟
キ
ャ
ン
プ
を
訪
ね
た
折
に
、
見
知
ら
ぬ
プ
ナ
ン

の
男
が
、
私
が
あ
る
人
物
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
日
本
製
の
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
チ
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
贈
り
物
は
、
自
ら
の
も
と
に
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
欲
し
が
る
別
の
誰
か
に
惜
し
み
な
く
分
け

与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

も
ら
っ
た
贈
り
物
を
他
人
に
分
け
与
え
る
こ
と
は
、
プ
ナ
ン
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
「
徳
」
な
の

だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
が
プ
ナ
ン
の
居
住
地
を
訪
ね
て
い
く
と
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
は
、
お
土
産
を
け
っ
し
て
み
な
が
い
る
前
で
見
せ
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
み
な
が
、
あ
れ

が
欲
し
い
、
こ
れ
が
欲
し
い
と
言
っ
て
品
物
を
持
ち
帰
っ
て
し
ま
い
、
手
元
に
は
何
も
残
ら
な
い
こ
と
を
危き

惧ぐ

す
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
手
元
に
も
の
を
置
い
て
お
き
た
い
と
い
う
の
が
本
心
で
あ
り
、「
社
会
慣

習
」
と
し
て
、
も
の
を
惜
し
み
な
く
他
人
に
与
え
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

あ
る
時
の
こ
と
で
あ
る
。
私
が
幼
児
に
飴あ

め

玉
を
い
く
つ
か
与
え
る
と
、
彼
女
は
そ
れ
ら
を
独
り
占
め
し
よ
う

と
し
た
。
周
囲
に
い
る
子
ど
も
が
欲
し
そ
う
に
眺
め
て
い
た
が
、
幼
児
は
飴
玉
を
し
っ
か
り
と
身
に
引
き
寄
せ

て
手
放
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
母
親
が
そ
れ
を
見
て
、
傍そ

ば

に
い
た
子
ど
も
た
ち
に
も
分
け
与
え
る
よ
う
に
促

し
た
。
最
初
は
②

怪け

訝げ
ん

な
様
子
だ
っ
た
が
、
母
の
教
え
に
従
っ
て
、
幼
児
は
飴
玉
を
他
の
子
ど
も
た
ち
に
配
り

始
め
た
。
プ
ナ
ン
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
後
天
的
に
、
与
え
ら
れ
た
も
の
を
分
け
与
え
る
と
い
う
規
範
を
社
会

に
広
く
行
き
渡
ら
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
の
を
惜
し
み
な
く
分
配
す
る
と
い
う
寛
大
な
精
神
は
、
け
っ
し
て

生
ま
れ
な
が
ら
の
も
の
で
は
な
い
。

　
２

ケ
チ
の
小
さ
な
芽
は
、
見
つ
け
ら
れ
た
ら
た
だ
ち
に
つ
ぶ
し
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
※
２

マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
※
３

マ
オ
リ
の
も
の
の
霊
、
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「
ハ
ウ
」
を
取
り
上
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
マ
オ
リ
は
、
贈
り
物
が
贈
り
手
か
ら
移
動
す
る
時
に
一
緒
に
移

動
す
る
「
贈
与
の
霊
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
ハ
ウ
と
呼
ん
だ
。
ハ
ウ
は
贈
り
主
の
も
と
に

帰
り
た
が
る
の
で
、
別
の
も
の
に
乗
せ
て
お
返
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
た
ち
も
ま
た
、
贈
り
物
を
交
換
し
、
何
か
を
も
ら
っ
た
ら
必
ず
お
返

し
を
し
て
い
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
、
白
人
の
行
政
官
が
村
を
訪
れ
た
時
に
、
み
ご
と
な
パ
イ
プ
を
贈
り
物
と

し
て
贈
っ
た
。
数
ヶ
月
後
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
、
そ
の
白
人
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
れ
る
と
、
暖
炉
の
上
に
そ
の
パ

イ
プ
が
飾
っ
て
あ
る
の
を
見
て
、「
白
人
は
も
ら
っ
た
も
の
の
お
返
し
を
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
も
ら
っ

た
も
の
を
自
分
の
も
の
に
し
て
、
飾
っ
て
い
る
。
な
ん
と
い
う
３

不
吉
な
人
々
だ
」
と
感
じ
た
の
だ
と
い
う
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
と
っ
て
、
贈
り
物
は
、
白
人
が
す
る
よ
う
に
、
飾
っ
て
お
く
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

※
４

中
沢
新
一
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
と
っ
て
は
、
贈
り
物
を
自
分
の
も
の
に
し
て
は
な
ら
ず
、
贈
り

物
は
動
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
贈
り
物
と
一
緒
に
「
贈
与
の
霊
」
が
、
他
の
人
に
手
渡
さ
れ
る
。

「
贈
与
の
霊
」
は
、
別
の
か
た
ち
を
し
た
贈
り
物
に
そ
え
て
お
返
し
し
た
り
、
別
の
人
た
ち
に
手
渡
し
た
り
し

て
、
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
沢
は
、「
贈
与
の
霊
」が
動
き
、
流
れ
て
ゆ
く
時
、
世
界
は
物
質
的
に
も

豊
か
に
な
り
、
人
々
の
心
は
生
き
生
き
と
し
て
く
る
の
だ
と
言
う
。

　

資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
資
本
が
一
ヶ
所
に
集
め
ら
れ
、
事
業
に
投
下
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
活
動
が

お
こ
な
わ
れ
る
。
や
が
て
、
お
金
が
ど
こ
か
に
た
め
こ
ま
れ
、
経
済
が
停
滞
す
る
と
、
社
会
そ
の
も
の
に
活
力

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
お
金
と
社
会
が
関
係
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、「
お
金
は
老
化
し
、
消
え

去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
唱
え
た
の
が
ド
イ
ツ
の
経
済
学
者
※
５

シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
で
あ
る
。
世
界
恐
慌

の
時
代
、
財
政
破は

綻た
ん

に
陥お
ち
い

っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
と
あ
る
町
議
会
は
、
そ
の
町
だ
け
で
通
じ
る
「
※
６

自
由
貨

幣
」
を
発
行
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
れ
以
来
、
地
域
通
貨
を
導
入
し
、
貨
幣
を
循
環
さ
せ
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
生
み
だ
し
、
社
会
に
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の
取
り
組
み
が
世
界
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
。
資
本
主
義

が
抱
え
る
課
題
の
先
に
見
出
さ
れ
た
地
域
通
貨
の
中
に
も
ま
た
、
４

「
贈
与
の
霊
」
の
精
神
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

プ
ナ
ン
に
は
、「
贈
与
の
霊
」
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
の
考
え
方
は
な
い
。
し
か
し
彼
ら
も
、
も
の
に
「
贈
与
の

霊
」
が
あ
る
か
の
よ
う
に
、
も
の
を
滞
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
循
環
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
人
が
人
に
も
の
を

贈
る
。
も
ら
っ
た
人
は
別
の
人
に
そ
の
も
の
を
贈
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
も
の
は
特
定
の
個
人
だ
け
に
留
ま

る
こ
と
は
な
い
。
個
人
占
有
の
否
定
、
つ
ま
り
ケ
チ
の
小
さ
な
芽
を
つ
ぶ
す
こ
と
は
、
原
理
的
に
、
も
の
を
循

環
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

プ
ナ
ン
社
会
で
は
、
与
え
ら
れ
た
も
の
を
寛
大
な
心
で
す
ぐ
さ
ま
他
人
に
分
け
与
え
る
こ
と
を
最
も
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に

実
践
す
る
人
物
が
、
最
も
尊
敬
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
人
物
は
、
ふ
つ
う
は
最
も
質
素
だ
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

誰
よ
り
も
み
す
ぼ
ら
し
い
ふ
う
を
し
て
い
る
。
彼
自
身
は
、
ほ
と
ん
ど
何
も
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ね
だ
ら

れ
た
ら
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
率
先
し
て
分
け
与
え
る
。
何
も
持
た
な
い
こ
と
に
反
比
例
す
る
か
の
よ
う

に
、
彼
は
人
々
の
尊
敬
を
得
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
は
、
人
々
か
ら
「
大
き
な
男
（lake jaau

）」、

す
な
わ
ち
５

ビ
ッ
グ
・
マ
ン
と
呼
ば
れ
、
共
同
体
の
※
７

ア
ド
ホ
ッ
ク
な
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。
そ
う
し
た
リ
ー

ダ
ー
の
あ
り
方
は
、
高
級
な
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ
た
り
、
高
価
な
時
計
を
腕
に
着
け
た
り
、
ピ
カ
ピ
カ
の
高
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↑
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級
車
を
乗
り
ま
わ
し
た
り
、
平
気
で
公
金
を
私
的
に
流
用
し
た
り
す
る
先
進
国
の
（
一
部
の
）
リ
ー
ダ
ー
た
ち

と
な
ん
と
違
っ
て
い
る
こ
と
か
。

　

与
え
ら
れ
た
も
の
を
他
人
へ
と
す
ぐ
さ
ま
与
え
て
、
も
の
を
循
環
さ
せ
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

彼
の
も
と
に
は
、
そ
の
徳
を
敬
い
、
彼
の
こ
と
を
慕
う
人
々
が
集
ま
る
。
６

彼
の
言
葉
は
、
集
ま
っ
て
き
た

人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
人
々
を
動
か
す
原
動
力
に
な
る
。
ビ
ッ
グ
・
マ
ン
の
口
か
ら
言
葉
が
発
せ
ら
れ
れ
ば
、

人
々
は
狩
り
に
出
か
け
る
し
、
言
い
争
い
は
鎮
め
ら
れ
る
。

　

逆
に
、
彼
が
個
人
的
な
慾よ

く

に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
与
え
ら
れ
た
も
の
を
独
り
占
め
し
て
出
し
惜

し
み
し
、
財
を
個
人
の
富
と
し
て
蓄
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
彼
が
発
す
る
言
葉
は
し
だ
い
に
力
を
失
っ
て
い
く
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
人
々
は
し
だ
い
に
彼
の
も
と
を
去
っ
て
い
く
。
そ
の
時
、
ビ
ッ
グ
・
マ
ン
は
も
は
や
ビ
ッ

グ
・
マ
ン
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
プ
ナ
ン
は
、
も
の
を
惜
し
み
な
く
分
け
与
え
て
く
れ
る
男
性
の
も
と
へ
と

集
う
の
で
あ
る
。

　
７

な
ぜ
そ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
道
徳
が
発
達
し
て
き
た
の
か
？　

そ
れ
は
、
食
べ
る
こ
と
と
生
き
る

こ
と
に
深
く
関
連
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
狩
猟
に
出
か
け
て
獲
物
が
獲
れ
な
く
て
も
、
隣
の
家
族
で
獲
物
が

獲
れ
た
場
合
に
は
、
そ
ち
ら
に
行
っ
て
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
。
逆
の
場
合
、
つ
ま
り
こ
ち
ら
で
獲
物
が
獲
れ
て

あ
ち
ら
で
獲
れ
な
か
っ
た
場
合
、
こ
ち
ら
は
あ
ち
ら
に
惜
し
み
な
く
食
べ
物
を
分
け
与
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
共
同
体
の
誰
も
が
、
空
腹
に
困
ら
ず
、
つ
ね
に
食
べ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
、
も
の
が
あ
る
時

に
惜
し
み
な
く
分
け
与
え
る
こ
と
で
、
も
の
が
な
い
時
に
分
け
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
仕
組
み
が
築
か

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
モ
ー
ス
は
、
社
会
全
体
に
自
然
の
恵
み
が
行
き
渡
る
こ
う
し
た
交
換
様
式
を
「
全
体
的

給
付
体
系
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
仕
組
み
を
支
え
る
た
め
に
、
プ
ナ
ン
で
は
「
ケ
チ
は
ダ
メ
」
と
い
う
規
範

が
広
く
浸
透
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

も
の
を
も
ら
っ
た
時
、
何
か
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、
相
手
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
「
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
表
現
は
、
プ
ナ
ン
語
に
は
な
い
。
ふ
つ
う
、
贈
り
手
に
対
し
て
は
、
そ
の
場
で
は
、
何
の
言
葉

も
発
し
な
い
。
他
方
で
、「
あ
り
が
と
う
」
に
相
当
す
る
言
い
回
し
と
し
て
、“jian kenep”

（
よ
い
心
）
と
い

う
表
現
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
よ
い
心
が
け
」で
あ
る
と
、
贈
り
手
の
分
け
与
え
て
く
れ
た
精
神
性
を
称た

た

え
る
表

現
で
あ
る
。
感
謝
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
分
け
与
え
る
精
神
こ
そ
が
褒
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
ビ
ッ
グ
・
マ
ン
は
、「
よ
い
心
が
け
」と
い
う
言
い
回
し
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
文
化
規
範
の
体

現
者
で
も
あ
る
。
熱
帯
の
狩
猟
民
は
、
有
限
の
自
然
の
資
源
を
人
間
社
会
の
中
で
分
配
す
る
た
め
に
、
独
自
の

贈
与
論
を
生
み
だ
し
て
き
た
。

　

ビ
ッ
グ
・
マ
ン
が
発
す
る
言
葉
は
、
共
同
体
の
中
で
ひ
と
き
わ
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　
　
　
　
　
　
【
中
略
】

　

さ
て
、
こ
の
熱
帯
の
贈
与
と
交
換
の
仕
組
み
の
中
で
、
誰
が
最
も
強
い
存
在
で
あ
ろ
う
か
？　

そ
れ
は
少
な

く
と
も
持
つ
者
で
は
な
い
。
何
も
持
た
な
い
者
こ
そ
が
、
そ
こ
で
は
最
強
で
あ
る
。

　
〈
彼
〉／〈
彼
女
〉
は
つ
ね
に
〈
私
〉
の
持
ち
も
の
を
ね
だ
り
に
や
っ
て
来
て
、〈
私
〉
か
ら
持
ち
も
の
を
奪
い

去
っ
て
い
く
。〈
私
〉
に
と
っ
て
の
〈
彼
〉／〈
彼
女
〉
で
あ
る
他
者
は
、
何
も
持
た
な
い
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

〈
私
〉
を
脅
か
し
つ
づ
け
る
。〈
私
〉
は
、
つ
ね
に
物
欲
を
抱
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
に
、
物
欲
と

と
も
に
、〈
私
〉
は
こ
の
仕
組
み
の
渦
に
呑
み
こ
ま
れ
る
。〈
私
〉
は
、
や
が
て
持
た
な
い
こ
と
の
強
み
に
気
づ
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く
よ
う
に
な
り
、
最
後
に
は
、
持
た
な
い
こ
と
の
快
楽
に
酔
い
痴し

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
熱
帯
の
贈
与
論
に
お
け
る
「
他
者
」
と
は
、
た
ん
に
ね
だ
り
に
や
っ
て
来
る
〈
彼
〉〈
彼
女
〉

の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、〈
私
〉
が
目
指
す
べ
き
、
ね
だ
っ
て
は
与
え
る
〈
私
〉、
す
な
わ
ち
「
自
己
」
で

も
あ
る
の
だ
。
プ
ナ
ン
の
小
宇
宙
で
は
、
こ
う
し
た
８

持
つ
こ
と
と
持
た
な
い
こ
と
の
境
界
が
無
化
さ
れ
た
贈

与
と
交
換
の
仕
組
み
が
深
く
根
を
張
っ
て
い
て
、
貨
幣
を
介
し
て
、
持
ち
も
の
や
お
金
を
た
め
こ
も
う
と
た
く

ら
ん
で
外
部
か
ら
滲し

ん

入に
ゅ
うし

て
く
る
資
本
主
義
を
ば
ら
ば
ら
に
解
体
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

�

（
奥
野
克
巳
『
あ
り
が
と
う
も
ご
め
ん
な
さ
い
も
い
ら
な
い
森
の
民
と
暮
ら
し
て
人
類
学
者
が
考
え
た
こ
と
』
に
よ
る
）

※
１　

プ
ナ
ン
…
…
東
南
ア
ジ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
島
内
陸
部
の
森
林
に
居
住
す
る
狩
猟
採
集
民
の
総
称
。

※
２　

マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
…
…
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
、
民
族
学
者
。

※
３　

マ
オ
リ
…
…
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先
住
民
族
。

※
４　

中
沢
新
一
…
…
日
本
の
人
類
学
者
、
宗
教
学
者
、
思
想
家
。

※
５　

シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
…
…
ド
イ
ツ
の
実
業
家
、
経
済
学
者
。

※
６　

自
由
貨
幣
…
…�

シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
が
考
案
し
た
通
貨
制
度
で
、
発
行
日
が
明
記
さ
れ
時
間
の
経
過
と

と
も
に
価
値
が
減
っ
て
い
く
貨
幣
。

※
７　

ア
ド
ホ
ッ
ク
…
…
特
定
の
目
的
の
た
め
の
。

問
一　

二
重
傍
線
部
①
「
範
を
垂
れ
る
」
②
「
怪
訝
な
様
子
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い

も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
「
範
を
垂
れ
る
」

ア　

広
く
人
間
社
会
に
知
れ
渡
る

イ　

守
る
べ
き
基
準
を
決
め
る

ウ　

師
匠
に
教
え
を
請
う

エ　

優
れ
た
技
術
を
見
せ
る

オ　

み
ず
か
ら
手
本
を
示
す

②
「
怪
訝
な
様
子
」

ア　

何
が
起
こ
る
の
か
不
安
な
様
子

イ　

怒
り
を
お
さ
え
ら
れ
な
い
様
子

ウ　

納
得
が
い
っ
て
い
な
い
様
子

エ　

不
審
が
っ
て
怪
し
ん
で
い
る
様
子

オ　

驚
い
て
困
惑
し
て
い
る
様
子
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
二　

傍
線
部
１
「
寛
大
で
あ
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
プ
ナ
ン
の
人
々
に
と
っ
て
の
「
寛
大
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
で
す
か
。
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア　

も
ら
っ
た
物
の
一
部
は
自
分
の
所
有
に
し
て
残
り
を
全
部
他
者
に
渡
す
と
い
う
こ
と
。

イ　

も
ら
っ
た
物
を
他
者
に
奪
わ
れ
て
も
我
慢
を
し
て
抵
抗
し
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　

も
ら
っ
た
物
を
独
占
し
な
い
よ
う
に
周
囲
に
注
意
を
う
な
が
す
と
い
う
こ
と
。

エ　

も
ら
っ
た
物
を
そ
の
ま
ま
お
し
げ
も
な
く
他
者
に
分
け
与
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

オ　

も
ら
っ
た
物
以
上
に
価
値
が
あ
る
も
の
を
返
礼
品
と
し
て
贈
る
と
い
う
こ
と
。

問
三　

傍
線
部
２
「
ケ
チ
の
小
さ
な
芽
は
、
見
つ
け
ら
れ
た
ら
た
だ
ち
に
つ
ぶ
し
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

プ
ナ
ン
は
、
狩
猟
で
き
る
対
象
が
減
っ
て
き
た
ら
場
所
を
移
動
し
て
新
た
な
生
活
を
始
め
る
民

族
で
あ
る
た
め
、
強
い
執
着
心
は
狩
り
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
。

イ　

プ
ナ
ン
社
会
で
は
、
物
は
広
く
多
く
の
人
に
流
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
個
人
が

物
を
占
有
す
る
こ
と
は
神
に
背
く
行
為
だ
か
ら
。

ウ　

人
間
関
係
を
円
滑
に
し
た
い
の
に
、
幼
少
期
か
ら
独
占
欲
が
強
い
と
、
プ
ナ
ン
社
会
の
中
で
孤

立
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
。

エ　

幼
児
期
の
う
ち
に
独
り
占
め
し
た
い
と
思
う
心
を
否
定
し
て
い
く
こ
と
で
、
分
か
ち
合
う
精
神

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら
。

オ　

分
け
与
え
た
く
な
い
と
い
う
拒
否
の
感
情
が
出
て
き
た
時
点
で
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
が
な
い

冷
た
い
人
物
で
あ
る
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
。

問
四　

傍
線
部
３
「
不
吉
な
人
々
」
と
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
「
不
吉
」
だ
と
感
じ
た
理
由
と
し
て

最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　
「
贈
与
の
霊
」を
宿
す
贈
り
物
で
あ
る
の
に
、
白
人
が
あ
ま
り
に
も
乱
暴
に
取
り
あ
つ
か
っ
て
い

た
か
ら
。

イ　

贈
ら
れ
た
物
を
記
念
に
飾
っ
て
お
く
と
い
う
か
た
ち
で
あ
つ
か
う
白
人
は
、
未
知
の
人
種
だ
と

認
識
し
た
か
ら
。

ウ　

白
人
が
贈
り
物
の
あ
り
が
た
さ
を
理
解
で
き
て
お
ら
ず
、
贈
り
物
を
使
お
う
と
い
う
意
志
が
な

か
っ
た
か
ら
。

エ　

贈
り
物
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
贈
与
の
霊
」を

故
意
に
動
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
感
じ
た
か
ら
。

オ　

贈
り
物
を
自
分
の
も
と
に
置
い
て
お
く
と
い
う
行
為
を
、「
贈
与
の
霊
」を
な
い
が
し
ろ
に
し
た

行
為
で
あ
る
と
み
な
し
た
か
ら
。
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問
五　

傍
線
部
４
「「
贈
与
の
霊
」
の
精
神
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
が
地
域
通
貨

の
中
に
「
贈
与
の
霊
」
を
確
認
で
き
る
と
考
え
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
理
由
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い

も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

貯
め
こ
ま
れ
た
お
金
を
放
出
し
、
莫
大
な
資
本
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
点
が
、「
贈
与
の
霊
」が

他
者
に
贈
り
物
を
与
え
た
者
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
と
似
て
い
る
か
ら
。

イ　

多
数
の
人
が
関
わ
っ
て
経
済
を
動
か
す
と
い
う
点
が
、「
贈
与
の
霊
」を
め
ぐ
り
合
わ
せ
て
い
く

動
き
と
似
て
い
る
か
ら
。

ウ　

利
益
を
独
占
し
な
い
よ
う
に
地
域
通
貨
を
導
入
し
た
点
が
、「
贈
与
の
霊
」を
動
か
し
て
人
々
の

精
神
を
豊
か
に
す
る
こ
と
と
似
て
い
る
か
ら
。

エ　

使
う
ほ
ど
に
価
値
が
下
が
る
地
域
通
貨
は
、
様
々
な
人
の
手
に
回
っ
て
い
く
ほ
ど
贈
り
物
の
価

値
を
下
げ
る
「
贈
与
の
霊
」
と
似
て
い
る
か
ら
。

オ　

独
自
の
貨
幣
を
流
通
さ
せ
、
社
会
に
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
点
が
、
物
を
循
環
さ
せ
て
豊

か
に
し
て
い
く
「
贈
与
の
霊
」
の
考
え
方
と
似
て
い
る
か
ら
。

問
六　

傍
線
部
５
「
ビ
ッ
グ
・
マ
ン
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
ビ
ッ
グ
・
マ
ン
」
の
特
徴
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の

を
次
の
ア
～
カ
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

マ
レ
ー
グ
マ
の
話
は
ビ
ッ
グ
・
マ
ン
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

イ　

プ
ナ
ン
社
会
に
お
い
て
、
最
も
尊
敬
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。

ウ　

見
た
目
は
非
常
に
質
素
で
、
孤
独
に
過
ご
し
て
い
る
。

エ　

裕
福
に
な
ら
な
い
よ
う
に
村
人
か
ら
監
視
さ
れ
て
い
る
。

オ　

ビ
ッ
グ
・
マ
ン
を
慕
う
村
人
が
常
に
付
き
添
っ
て
い
る
。

カ　

慾
を
持
っ
て
し
ま
う
と
、
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
運
命
で
あ
る
。

問
七　

傍
線
部
６「
彼
の
言
葉
は
、
集
ま
っ
て
き
た
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
人
々
を
動
か
す
原
動
力
に
な
る
」

と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

集
落
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
献
身
的
に
行
動
す
る
ビ
ッ
グ
・
マ
ン
に
は
、
と
う
て
い
頭
が
上

が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

イ　

唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
る
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
で
も
お
さ
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

ウ　

分
か
ち
合
い
の
精
神
を
体
現
す
る
こ
と
で
、
プ
ナ
ン
の
人
々
の
生
活
や
行
動
の
指
針
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

ビ
ッ
グ
・
マ
ン
は
「
贈
与
の
霊
」
の
化
身
で
あ
る
か
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
た
め
、
人
々
か
ら

神
格
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

何
事
に
も
寛
容
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
が
ビ
ッ
ク
・
マ
ン
に
対
し
て
強
気
に
自
分
の
意

見
を
気
兼
ね
な
く
言
え
る
と
い
う
こ
と
。
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↑
2/2

↑
2/4

↑
2/1午前

↑
2/1午後

問
八　

傍
線
部
７「
な
ぜ
そ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
道
徳
が
発
達
し
て
き
た
の
か
？
」と
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
理
由
を
筆
者
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。
六
十
字
以
内
で
ま
と
め
て
答
え
な
さ
い
。

問
九　

傍
線
部
８
「
持
つ
こ
と
と
持
た
な
い
こ
と
の
境
界
が
無
化
さ
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

奪
わ
れ
る
こ
と
の
良
さ
に
気
づ
い
た
時
、〈
私
〉は
所
有
し
て
い
る
物
を
す
べ
て
他
者
に
分
け
与

え
、
何
も
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
優
越
感
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。

イ　

プ
ナ
ン
社
会
で
一
番
強
い
立
場
で
あ
る
持
た
な
い
者
は
、〈
彼
〉／〈
彼
女
〉か
ら
奪
わ
れ
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
他
者
か
ら
物
を
奪
う
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
。

ウ　
〈
彼
〉／〈
彼
女
〉
か
ら
物
を
奪
い
去
ら
れ
て
も
、
物
欲
を
抱
え
て
い
る
〈
私
〉
は
、
新
た
な
も
の

を
手
に
入
れ
て
、
物
が
無
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
。

エ　

他
者
か
ら
奪
わ
れ
る
側
で
あ
る
〈
私
〉
は
、
何
も
持
た
な
い
こ
と
の
強
さ
に
気
づ
い
て
物
を
手

放
し
、
他
者
と
同
じ
持
た
な
い
者
に
も
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
。

オ　

物
を
も
た
な
い
〈
彼
〉／〈
彼
女
〉
が
容
赦
な
く
〈
私
〉
か
ら
物
を
奪
う
行
為
は
、
何
も
持
た
な

い
優
位
性
に
気
づ
か
せ
る
為
に
あ
え
て
行
っ
て
い
る
行
為
だ
と
い
う
こ
と
。



一

⑤ ①

カ
ン
カ

煮
沸

⑥ ②

ベ
ン
ゼ
ツ

昔
日

⑦ ③

シ
ュ
ウ
ニ
ン

揮
発

⑧ ④

オ
ス

類
似

※

問
一

問
二

問
三

問
四

問
五

問
六
Ｘ

Ｙ

Ｚ

問
七

問
八

問
九

二

※※

問
一
①

②

問
二

問
三

※

問
八

三

問
四

問
五

問
六

問
七

問
九

2602PM13

東
京
農
業
大
学
第
一
高
等
学
校
中
等
部
　
令
和
八
年
度
第
三
回
入
学
試
験（
二
月
二
日
実
施
）国
語
　
解
答
用
紙

扌ここにシールを貼
は

ってください扌

受験番号

氏名

テスト 【2602PM】2026年　中学第3回入試PM
教科 【13】中学国語


